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大
阪
本
苑
令
和
2
年
初
月
次
祭
執
行

　

令
和
２
年
１
月
１２
日
午
前
１０
時
、大
本
大
阪
本

苑
初
月
次
祭
が
斎
主
伊
藤
忠
茂
本
苑
長
の
も
と
、

厳
粛
に
執
行
さ
れ
た
。（
参
拝
者
2
3
6
人
）

　

祭
典
は
、祓
式
行
事
、献
饌
、斎
主「
月
次
祭
祝

詞
・
誕
生
祭
祝
詞
」「
成
人
式
祝
詞
」「
入
試
合
格
祈

願
祝
詞
」を
奏
上
。玉
串
捧
奠
は
、斎
主
、愛
善
信

光
会
理
事
長
出
口
真
人
氏
に
続
き
各
代
表
、成
人

者
、父
兄
、青
少
年
全
員
、参
拝
者
代
表
、一
月
誕
生

者
が
捧
げ
た
。斎
主
先
達
、神
言
奏
上
、讃
美
歌
斉

唱
。続
い
て
、乙
姫
様
礼
拝
。祭
員
、伶
人
退
殿
。伊

藤
香
祭
務
担
当
参
事
に
よ
る「
い
づ
の
め
し
ん
ゆ
」

拝
読
、引
き
続
き
、長
年
宗
際
化
活
動
に
ご
尽
力
さ

れ
た
モ
ー
ト
ン
師
を
追
悼
し
天
国
で
の
御
幸
い
を

祈
念
し
て
神
言
を
一
同
で
奏
上
し
た
。

　

本
苑
長
挨
拶
で
は
、

初
め
に
教
主
様
の
新
年

の
ご
挨
拶
を
拝
聴
。『
本

年
は
、庚
子
の
干
支
の

意
味
に
あ
や
か
り
、教

団
方
針
に
沿
っ
て
、各

分
野
に
お
い
て
次
代
を

担
う
人
材
を
育
成
し
つ

つ
内
部
の
充
実
を
は
か

る
と
と
も
に
ご
縁
あ
る

方
々
に
、素
晴
ら
し
い
大
本
の
み
教
え
を
、誇
り
と

自
信
を
も
っ
て
お
伝
え
し
て
参
り
た
く
存
じ
ま
す
。

今
年
は
、庚
子
の
年
に
あ
や
か
り
、希
望
あ
る
未
来

に
向
か
っ
て
多
方
面
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、そ
の
行
い

が
、良
い
型
と
な
っ
て
継
続
的
に
育
て
ら
れ
、繁
栄

し
て
い
く
始
ま
り
の
年
に
な
り
ま
す
よ
う
皆
様
と

共
に
力
を
合
わ
せ
て
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
念

願
い
た
し
ま
す
』を
拝
聴
し
、大
阪
本
苑
と
し
て
も

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
実
践
し
て
い
き
た
い
と
述
べ

た
。今
年
は
開
教
百
二
十
八
年
と
な
り
明
治
33
年

に
開
祖
さ
ま
、聖
師
さ
ま
、二
代
さ
ま
に
よ
っ
て
沓

島
、冠
島
が
開
か
れ
て
百
二
十
年
と
な
り
、大
道
場

開
設
百
年
の
佳
節
の
年
で
す
。記
念
の
年
に
是
非

修
行
を
。ま
た
、本
苑
で
は
、一
月
よ
り
毎
月
第
三
水

曜
日
に
梅
田
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
令

和
の「
生
き
が
い
公
開
講
座
」を
い
た
し
ま
す
の
で

未
信
徒
、未
自
覚
信
徒
の
方
に
ご
案
内
し
て
い
た

だ
き
た
い
。そ
し
て
、昭
和
26
年
の
二
代
さ
ま
の
推

し
進
め
ら
れ
た
梅
花
運
動
に
神
習
っ
て
愛
善
運
動「

み
ろ
く
の
世
へ
の
実
践
」活
動
を
積
極
的
に
推
し
進

め
、少
し
で
も
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
良
い
型
を
出
し

て
い
き
た
い
と
述
べ
た
。ま
た
、い
よ
い
よ
長
生
殿

ご
造
営
の
総
仕
上
げ
と
な
る「
綾
の
郷
献
金
」が
始

ま
り
ま
す
。土
地
の
取
得
に
向
け
、月
次
祭
祝
詞
も

今
年
か
ら
変
わ
り
ま
し
た
。こ
の
ご
神
業
の
意
義

を
十
分
に
理
解
し
み
ろ
く
殿
ご
造
営
の
時
の
二
代

様
の
お
言
葉
を
拝
し
て
、教
主
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
共
に
力
を
合
わ
せ
て
天
国
の
貯
金
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
と
述
べ
、最
後
に
人
型

活
動
の
最
後
の
ひ
と
踏
ん
張
り
を
お
願
い
し
た
。

　

引
き
続
き
、令
和
初
の
新
成
人
た
ち
が
西
野 

静

枝 

直
心
会
連
合
会
会
長
よ
り
祝
辞
を
頂
い
た
後
、

小
佐
々 

明 

青
年
部
長
か
ら
紹
介
さ
れ
た
。

　

湯
田
財
務
担
当
参
事
に
よ
る
お
し
ら
せ
の
後
、

足
立
正
文
宣
教
担
当
参
事
が
公
開
生
き
が
い
講
座

、常
設
講
座
の
案
内
を
し
た
。直
会
は
、お
赤
飯
を

 

大
正
８
年
の「
神
霊
界
」十
一
月
号
に
聖
師
様
の
、

言
霊
踏
査
隊
の
一
文
が
載
っ
て
お
り
ま
す
。「
旧
八

月
七
日
に
四
尾
山
に
上
り
、言
霊
の
実
習
を
為
す
」

　

そ
し
て
、こ
の
実
習
に
続
き
、大
台
原
、伊
吹
山

に
、言
霊
踏
査
隊
を
送
り
実
習
、言
霊
の
妙
用
に
よ

り
、東
都
が
台
風
の
被
害
か
ら
免
れ
た
」と
あ
り
ま

す
。こ
の
こ
と
か
ら　

大
正
八
年
に
聖
師
様
は
言

霊（
言
霊
学
）を
大
本
で
再
興
さ
れ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。私
は
、６
、７
年
前
よ
り
大
道
場
長
の
阿
比

留
先
生
と
と
も
に
、霊
界
物
語
の
霊
山
霊
地
を
訪

ね
、現
地
で
、天
津
祝
詞
神
言
、七
十
五
声
天
の
数

歌
の
発
声
を
し
て
き
ま
し
た
が
、昨
年
が
言
霊
踏

査
隊
の
百
年
目
に
当
た
る
と
知
り
、知
ら
ず
知
ら

ず
に
、同
じ
こ
と
を
さ
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
驚
い
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、大

本
の
言
霊
学
に
つ
い
て
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。「
言
霊
」と
は
、①
大
本
の
中
で
は
大
変
重
要
な

こ
と
だ
と
御
示
し
が
あ
る
。②
し
か
し
、難
解
で
、

奥
深
い
も
の
で
あ
る
、③
と
同
時
に
、ま
こ
と
に
身

近
な
も
の
で
も
あ
る
、と
思
い
ま
す
。身
近
な
事
と

は
、朝
夕
に
奏
上
す
る
祝
詞
が
、そ
の
一つ
で
、聖
師

様
は
、祝
詞
の
大
切
さ
を
何
度
も
話
を
さ
れ
て
い

ま
す
。霊
界
物
語
第
４
巻
の
総
説
で
は
、真
の
神
は
、

言
霊
で
世
界
を
作
り
給
う
た
、と
も
御
示
し
で
す
。

　
ヨ
ハ
ネ
伝
で
は「
初
め
に
言
葉
あ
り
、云
々
」と

も
あ
り
ま
す
。も
っ
と
身
近
に
は
、「
声
」で
す
、心

の
柄
と
も
い
わ
れ
、言
霊
の
力
が
発
揮
さ
れ
る
。哀

し
い
歌
が
は
や
る
と
悲
し
い
出
来
事
が
起
こ
る
。

「
船
頭
小
唄
」の
流
行
っ
た
大
正
十
一
年
、九
月
二
日

に
は
関
東
大
震
災
が
起
こ
り
ま
し
た
。

大
本
で
、聖
師
様
に
言
霊
を
教
え
ら
れ
た
の
は
、祖

母
の
ウ
ノ
刀
自
で
す
、ウ
ノ
さ
ん
は
、日
本
言
霊
学

の
最
高
峰
と
い
わ
れ
た
中
村
孝
道
の
妹
で
あ
り
ま

す
。ウ
ノ
さ
ん
が
上
田
家
に
嫁
い
で
、初
孫
の
聖
師

様
に
幼
い
こ
ろ
よ
り
教
え
ら
れ
た
と
記
録
に
あ
り

ま
す
。言
霊
に
つ
い
て
は
、霊
界
物
語
、天
祥
地
瑞

に
も
多
く
記
述
が
あ
り
ま
す
。　

物
語
七
四
巻
総
説
に
は
、日
本
は
、ス
メ
ラ
ミ
ク
ニ

と
称
し
、◎（
ス
）の
言
霊
の
神
徳
に
よ
り
て
成
り

出
で
し
国
」と
御
示
し
で
す
。天
祥
地
瑞
七
十
三
巻

「
ス
の
御
声
」の
章
で
は
、「
ス
は
、す
め
ら
ぎ
の
極

限
を
示
す
」と
あ
り
ま
す
。聖
師
様
の
言
霊
に
関
す

る
御
示
し
を
何
度
も
声
に
出
し
て
拝
読
し
ま
し
た

が
、そ
の
深
遠
な
御
示
し
を
、ど
れ
だ
け
理
解
で
き

た
か
、疑
問
で
す
。次
に
身
近
な
言
霊
に
つ
い
て
。

大
本
に
は
祈
り
、祝
詞
と
そ
の
波
動
に
つ
い
て
、身

近
な
言
霊
が
沢
山
あ
り
ま
す
。朝
夕
の
祝
詞
、神
言

、感
謝
祈
願
祝
詞
、ま
た
時
々
の
ご
祈
願
祝
詞
が
あ

り
、私
た
ち
は
、言
霊
と
共
に
、生
活
し
て
い
ま
す
。

天
津
祝
詞
で
は
天
地
宇
宙
の
リ
ズ
ム
を
調
律
し
、

潔
斎
す
る
と
御
示
し
で
す
。ま
た
、「
天
の
数
歌
」は

、物
語
五
十
六
巻
十
章
に
求
道
居
士
が
、そ
の
意
義

と
そ
の
言
霊
の
力
を
詳
し
く
述
べ
て
い
ま
す
。言

霊
の
重
要
性
に
つ
い
て
私
の
学
び
の
一
端
を
お
話
し

ま
し
た
が
、日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
は
、一
人
一
人
が

、良
い
言
霊
を
口
に
し
て
、良
い
波
動
を
生
み
、身

の
回
り
、世
の
中
、社
会
、宇
宙
に
良
い
影
響
を
与

え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。良
い
言
霊
、前
向
き
な

言
霊
を
使
い
、否
定
的
な
言
霊
は
使
わ
な
い
生
き

方
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

編
集
部
注
：
講
話
は
、ス
ク
リ
ー
ン
に
、『
神
霊

界
』『
霊
界
物
語
』、『
天
祥
地
瑞
』等
多
く
の
資
料

が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、膨
大
な
量
で
あ
り
、詳
細
は

紙
面
の
都
合
で
割
愛
し
ま
し
た
。

庚
子（
か
の
え
ね
）初
め
の
月
次
祭

【
講
話
要
旨
】

「
言
霊
踏
査
隊
1
0
0
年
に
因
み

　
　
　
善
言
美
詞
で
良
い
世
の
中
を
！
」

社
会
福
祉
法
人 

愛
善
信
光
会
理
事
長

　
　
　
　
　

 

大
道
場
講
師

　
　
　
　
　
出
口　
眞
人 

先
生

い
た
だ
く
。直
会
後
、愛
善
信
光
会
理
事
長
出
口

眞
人
氏
に
よ
る
講
話
を
拝
聴
す
る
。み
ど
り
会
は
、

歓
ぎ
の
家
で
成
人
の
お
祝
い
、青
少
年
た
ち
に
体

に
優
し
い
材
料
で
作
っ
た
ケ
ー
キ
を
提
供
、お
い
し

く
い
た
だ
く
。軒
下
に
吊
る
し
甘
く
仕
上
が
っ
た

干
し
柿
も
分
け
る
。お
茶
席
は
、祭
典
前
も
入
席
し

て
い
た
だ
き
好
評
で
し
た
。基
本
宣
伝
歌
を
斉
唱

し
て
行
事
は
無
事
終
了
と
な
っ
た
。久
し
ぶ
り
の
成

人
者
の
参
拝
が
あ
り
華
や
か
な一日
と
な
っ
た
。

神言を奏上する新成人神言を奏上する新成人

講話する出口 眞人 先生講話する出口 眞人 先生

令和2年2月9日



(2) 大阪本苑だより

　

1
月
19
日（
日
）午
前
10
時
よ
り

聖
師
様
毎
年
祭
遥
拝
祭
が
斎
主　

池
田
正
男
祭

務
部
長
の
も
と
厳
粛
に
執
行
さ
れ
た
。

聖
師
様
毎
年
祭
遥
拝
祭
執
行

　

１
月
本
苑
初
次
祭
に
併
せ
成
人
式
・
入
試
合
格
祈
願
祭
を
執
行
し
ま
し
た
。

本
年
大
阪
本
苑
で
成
人
を
迎
え
た
の
は
３
名
で
、
市
村 

馥
さ
ん
と
吉
冨 

眞
子

さ
ん
が
祭
典
に
代
表
参
拝
し
参
拝
者
全
員
で
門
出
の
日
を
お
祝
い
し
た
。

入
試
合
格
祈
願
祭
で
は
、
７
名
の
申
し
込
み
が

あ
り
保
護
者
が
代
理
で
玉
串
を
捧
奠
し
入
試
の

成
功
を
祈
願
し
た
。
入
試
祈
願
感
謝
奉
告
祭
は

４
月
本
苑
月
次
祭
で
執
行
し
ま
す
。

成
人
式
・
入
試
合
格
祈
願
執
行

　

1
月
25
日
（
土
）
〜
26
日
（
日
）
大
阪
本
苑
の
歓
ぎ
の
家
で
本
年
度
一
回

目
の
各
級
の
教
本
認
定
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

３
級
の
講
師
は
、
昨
年
講
師
補
を
取
ら
れ
た
乾 
清
高
先
生
、
１
級
、
２

級
の
講
師
は
、
田
辺
嘉
一
先
生
が
担
当
さ
れ
ま
し
た
。

受
講
者
は
、【
１
級
】
３
人
【
２
級
】
２
人
【
３
級
】
２
人
で
し
た
。

希
望
者
が
あ
れ
ば
随
時
開
催
を
検
討
し
ま
す
の
で
、
ど
ん
ど
ん
宣
教
部
ま
で
申
し
出
た
く
だ
さ
い
。

教
本
認
定
講
習
会
開
催
報
告

　

去
る
1
月
11
日
（
土
）
第
百
回
な
に
は
づ
短
歌
会

が
浅
田
弘
子
先
生
ご
指
導
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

（
出
席
者
12
名
・
詠
草
30
首
）
今
年
始
め
て
の
短
歌
会

は
和
や
か
に
進
め
ら
れ
、
休
憩
時
に
は
、
浅
田
先
生

と
出
席
者
の
皆
様
で
百
回
を
記
念
し
て
の
写
真
撮
影

を
し
ま
し
た
。　

短
歌
会
は
毎
月
本
苑
月
次
祭
前
日

（
土
）
午
後
1
時
よ
り
開
催
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
の

方
で
も
ど
な
た
で
も
、
ど
う
ぞ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
1
月
の
詠
草
よ
り
】　
（
敬
称
略
）

な
に
は
づ
短
歌
会
開
催
報
告

　

例
年
に
な
い
春
を
思
わ
せ
る
天
気
に
恵
ま
れ

午
後
一
時
、
斎
主
＝
西
野
静
枝
連
合
会
長
、
祭

員
＝
小
西
靖
子
・
湯
田
洋
子
・
池
田
明
美
、
伶

人
＝
中
畑
祥
子
・
小
野
な
お
み
・
小
佐
々
恵
美

各
氏
に
よ
り
厳
か
に
庚
子
の
乙
姫
様
初
月
次
祭

が
執
行
さ
れ
た
。
参
拝
者
84
名
。
伊
藤
千
代
美
・

出
口
照
代
各
氏
は
寸
葉
集
“
お
ひ
ね
り
さ
ん
、

お
土
”
を
拝
読
。
祭
典
後
、
直
心
会
よ
り
献
労

奉
仕
の
お
礼
、
成
人
式
報
告
、
二
月
二
十
八
日

の
乙
姫
様
月
次
祭
後
の
直
心
会
総
会
参
加
の
要

請
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
近
畿
第
二
教
区
の
特

派
宣
伝
使
に
任
命
さ
れ
た
小
藪
資
史
先
生
の

自
己
紹
介
を
い

た
だ
い
た
。

　

七
草
粥
・
薄

茶
の
接
待
は
無

病
息
災
を
祈
り

、
直
会
当
番
を

始
め
会
員
が
協

力
し
合
っ
て
行

わ
れ
た
。

　

ま
た
、
先
般

ご
紹
介
の
あ
っ

た
小
藪
資
史
特

派
も
参
加
下
さ

り
皆
様
に
白
酒

を
振
舞
っ
て
く

だ
さ
っ
た
。

　

真
心
の
こ
も

っ
た
お
も
て
な

し
に
歓
ぎ
の
家

に
は
笑
顔
が
あ

ふ
れ
て
い
た
。

一
月
乙
姫
様
月
次
祭
　
執
行

帰
郷
の
子
等
帰
り
し
あ
と
の
ご
神
前
の

書
見
台
に
は
年
玉
置
き
呉
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
枝
廣 

　
忠
夫

三
箇
日
を
か
け
て
頂
く
お
神
酒
さ
ん

つ
ま
み
は
数
の
子
、
黒
豆
、ご
ま
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣
田 

安
紀
子

七草粥接待七草粥接待

お茶席でモートン師のお写真とお茶席でモートン師のお写真と

令和2年2月9日

『高校生講座』参加のすすめ
第 171 回大本青年信徒研修会

感動いっぱいの4日間！
日　時
会　場
対　象
参加費

持ち物
　　　

申込み
締　切

令和2年3月27日(金）～30日(月） 
両聖地（予定） 
新高校１年生から３年生（信徒外も可）
10,000円
（大阪本苑信徒子弟は本苑が全額補助）
筆記具、洗面具、学生服、着替え、常服薬、
健康保険証、作業着、作業靴、携帯傘、
酔い止め薬（必要な方）

本部青年部事務局まで 
3月20日（金・祝）
※詳しくは「大本」誌２月号を参照

『少年祭式講習会』ご案内
正しい祭式を身につけよう！
令和2年4月1日（水）～4日（土） 
亀岡市天恩郷 
新小学３年生～新中学３年生
7,000円
（大阪本苑信徒子弟は本苑が全額補助）
筆記用具、洗面具、着替え、足袋、動きやすいズボン、
体育館シューズ（以上必ず持参)   マスク、携帯傘、常服薬、
健康保険証、笏を挟める帯またはひも、
祭式講習会テキスト（所有者のみ）
本部青年部事務局まで 
3月25日（水）
※詳しくは「大本」誌２月号を参照

第 12 回

日　時
会　場
対　象
参加費

持ち物
　　　

申込み
締　切

百回目の記念写真百回目の記念写真



(3) 大阪本苑だより
　

大
阪
本
苑
で
は
２
月
３
日（
月
）午
後
７
時
よ
り

節
分
大
祭
遥
拝
祭
が
、斎
主
那
須
裕
司 

財
務
部

長
の
も
と
、国
祖
・
国
常
立
尊
の
出
現
を
寿
ぎ
厳
粛

に
執
行
さ
れ
潔
斎
神
事
で
あ
る
神
言
を
奏
上
し
、

世
界
の
平
安
を
祈
願
し
た
。　
　

参
拝
者
4
人

節
分
大
祭
遥
拝
祭
執
行

　

1
月
25
日
（
土
）
〜
26
日
（
日
）
大
阪
本
苑
の
歓
ぎ
の
家
で
本
年
度
一
回

目
の
各
級
の
教
本
認
定
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

３
級
の
講
師
は
、
昨
年
講
師
補
を
取
ら
れ
た
乾 

清
高
先
生
、
１
級
、
２

級
の
講
師
は
、
田
辺
嘉
一
先
生
が
担
当
さ
れ
ま
し
た
。

受
講
者
は
、【
１
級
】
３
人
【
２
級
】
２
人
【
３
級
】
２
人
で
し
た
。

希
望
者
が
あ
れ
ば
随
時
開
催
を
検
討
し
ま
す
の
で
、
ど
ん
ど
ん
宣
教
部
ま
で
申
し
出
た
く
だ
さ
い
。

　
３
月
31
日（
日
）10
時
よ
り
二
代
教
主
様
の
68
年

目
の
毎
年
祭
遥
拝
祭
を
執
行
致
し
ま
す
。

ご
参
拝
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
二
代
様
毎
年
祭
遥
拝
祭
ご
案
内

●
宣
伝
使
・
分
所
支
部
役
員

　
研
修
会
の
お
知
ら
せ

　
教
主
さ
ま
は
、「
今
年
の
干
支
は
、庚
子
で
あ
り
十

干
の
庚
は【
か
わ
る
】【
つ
ぐ
】十
二
支
の
子
は【
始
ま

り
】【
増
え
る
】【
育
つ
】と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、ま
っ
た
く
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
の
に
適
し
た
年
と
も
い
わ
れ
、新
し
い
年

が
前
向
き
で
明
る
い
未
来
に
向
か
う
、始
ま
り
の
年

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

宣
伝
使
・
分
所
支
部
役
職
は
、教
団
方
針
に
沿
っ

て
、各
分
野
に
お
い
て
時
代
を
担
う
人
材
を
育
成

し
、ご
因
縁
あ
る
方
々
に
、大
本
の
す
ば
ら
し
い 

み
教
え
を
、誇
り
と
自
信
を
も
っ
て
伝
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、宣
教
部
で
は「
令
和
の
生

き
が
い
公
開
講
座
」を
月
１
回「
梅
田
の
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
」で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

宣
伝
使
・
分
所
支
部
役
職
の
方
々
は
、「
教
団
方

針
」に
の
っ
と
り「
後
継
者
育
成
」「
お
世
話
活
動
」「

宣
伝
使
の
養
成
と
み
手
し
ろ
の
活
用
」の
３
大
目

標
に
向
か
っ
て
行
動
で
き
る
、実
践
的
な
研
修
会

を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。万
障
繰
り
合
わ
せ
の

上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】2
月
23
日（
日
）午
前
9
時
30
分（
受
付
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
ま
で

｛
締
切
】２
月
17
日（
月
）

【
費
用
】昼
食
費
5
0
0
円（
実
費
）

○
午
前
1
0
時
よ
り『
身
の
上
相
談
』

○
午
後
2
時
よ
り『
生
き
が
い
講
座
』

○
午
後
3
時
半
よ
り『
み
て
し
ろ
お
取
次

※
一
部
の
参
加
だ
け
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

　

参
加
費
無
料
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
大
阪
本
苑
常
設
講
座
ご
案
内

　

大
阪
本
苑
で
は
、毎
月
2
〜
3
回
土
曜
日
に

『
大
本
常
設
講
座
』を
開
催
し
て
い
ま
す
。

未
信
徒
・
家
庭
内
未
信
徒
の
お
誘
い
合
わ
せ
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
開
催
予
定
日
】2
月
15
日
・
22
日

　
　
　
　
　

   

3
月
21
日
・
28
日

　
３
月
22
日（
日
）午
前
10
時
よ
り
大
阪
本
苑
春
季
慰

霊
大
祭
を
執
行
い
た
し
ま
す
。大
阪
本
苑
に
縁
あ
る

神
霊
様
の
み
祭
で
す
。多
数
の
ご
参
拝
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

●
本
苑
春
季
慰
霊
大
祭
ご
案
内

●
第
2
回
大
本
公
開
講
座

　
令
和
の「
生
き
が
い
公
開
講
座
」

出
口
王
仁
三
郎
の
世
界
救
済
〜
地
上
天
国
へ
の
実
践
〜

　

出
口
王
仁
三
郎
は
高
熊
山
の
修
行
に
よ
っ
て
、 

霊
的
な
超
能
力
を
得
て
救
世
の
使
命
を
自
覚
し
た
。

「
霊
界
物
語
」
81
巻
を
口
述
。 

　

そ
れ
に
は
、
宇
宙
の
創
造
、
神
と
人
の
関
係
、

世
界
観
、
人
生
観
な
ど
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
説
示

し
「
み
ろ
く
の
世
」
実
現
の
た
め
方
策
を
示
す
。

●
春
季
慰
霊
大
祭
奉
納
行
事
及
び

　
冠
沓
句
募
集
の
お
知
ら
せ

　

3
月
22
日（
日
）の
春
季
慰
霊
大
祭
に
奉
納
行
事

及
冠
沓
句
巻
開
き
を
行
い
ま
す
。

皆
様
、奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

【
奉
納
行
事
】八
雲
琴・朗
詠・謡・合
唱
等

【
奉
納
締
切
】3
月
8
日 

本
苑
月
次
祭

【
冠
沓
句
募
集
】

冠
句
題「
願
わ
く
は
」「
心
地
よ
い
」「
今
ど
き
の
」

沓
句
題「
お
手
の
物
」　

句
題
の
意
味
を
よ
く
理
解
し
、体
験
談・お
陰
話
等

を
そ
の
ま
ま
表
せ
ば
そ
れ
が
冠
沓
句
で
す
。

【
冠
沓
句
締
切
】2
月
9
日 
本
苑
月
次
祭

※
本
苑
玄
関
ロ
ビ
ー
投
稿
箱
、又
は
F
A
X
で

【
選
者
・
句
題
】枝
廣　

忠
夫
氏

　

令
和
2
年
1
月
15
日
（
水
）
午
後
7
時
か
ら
、

梅
田
第
二
ビ
ル
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

「
大
本
の
神
示
と
世

界
の
将
来
【
人
類

へ
の
預
言
と
警
告
】

」
と
題
し
て
大
本

公
開
講
座
・
令
和

の
「
生
き
が
い
講

座
」
が
行
わ
れ
た
。

　

講
師
は
浅
田
秋

彦
氏
で
、
大
本
二

大
教
祖
・
お
筆
先

の
精
神
・
世
界
の

現
状
・
日
本
の
使

命
・
地
上
天
国
の

実
現
に
つ
い
て
講

話
さ
れ
た
。
参
加

人
数
は
未
信
徒
12

人
・
信
徒
13
人
で

し
た
。

第
1
回「
生
き
が
い
公
開
講
座
」開
催

令和2年2月9日

●
企
業
繁
栄
祈
願
祭
ご
案
内

　

3
月
1
日（
日
）午
前
10
時
よ
り
大
阪
本
苑
に
於

い
て
企
業
繁
栄
祈
願
祭
を
執
行
い
た
し
ま
す
。従

業
員
の
方
々
も
ご
一
緒
に
参
拝
頂
き
、会
社
・
お
店

の
事
業
繁
栄
を
ご
祈
願
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。

又
、起
業
を
目
指
さ
れ
る
方
も
受
付
け
致
し
ま
す
。

【
日　
時
】3
月
1
日（
日
） 

午
前
10
時

【
申
込
み
】大
阪
本
苑（
F
A
X
で
申
込
み
下
さ
い
）

【
玉
串
料
】1
万
円
以
上

※
繁
栄
祈
願
の
御
札・お
神
酒・神
饌
物
ご
下
付
有
り

※
勤
め
先
の
会
社
・
お
店
の
繁
栄
を
願
わ
れ
る
方

　
も
、玉
串
料
3
千
円
で
申
し
込
み
受
付
け
さ
せ

　
て
頂
き
ま
す
。（
御
札
の
下
付
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※
ご
祈
願
は
祭
典
後
１
週
間
続
け
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

●
ひ
な
ま
つ
り
の
ご
案
内

　

３
月
8
日
大
阪
本
苑
月
次
祭
に
、

歓
ぎ
の
家
で
お
雛
さ
ま
を
飾
り
、

「
ひ
な
ま
つ
り
」を
お
こ
な
い
ま
す
。

お
子
様・お
孫
様
の
ご
参
拝
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

お
ひ
な
さ
ま
ケ
ー
キ
を
作
り
ま
す

【
講
師
】
人
類
愛
善
会
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
大
阪
協
議
会
名
誉
顧
問

　
　
　
　
　
　
　
　

浅
田 

秋
彦 

先
生

【
開
催
日
時
】2
月
19
日（
水
）

　
　
　
　
午
後
７
時
〜
午
後
８
時
３０
分

【
会　
場
】総
合
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
大
阪
梅
田　
第
２
ビ
ル
５
階　
研
修
室

【
参
加
費
】無
料

【
申
し
込
み
】当
日
会
場
に
て
受
付
ま
す
。

【
内　
容
】（
予
定
）

３
月
１８
日「
み
ろ
く
の
世
の
経
済
」

４
月
１５
日「
み
ろ
く
の
世
へ
の
道
筋
」

５
月
２０
日「
未
来
の
世
界
・
経
済
・
教
育
は
」

６
月
１７
日「
正
し
い
食
と
農
の
あ
り
方
」

●
役
割
拝
読
会 

参
加
者
募
集

　

役
に
な
り
切
り
楽
し
み
な
が
ら
拝
読
す
る
会

「
役
割
拝
読
会
」
を
毎
月
次
祭
後
開
催
し
ま
す
。

【
日　
時
】　
本
苑
月
次
祭　
（
第
2
日
曜
日
）

【
時　
間
】　
「
基
本
宣
伝
歌
」
終
了
後
、
約
１
時
間

【
場　
所
】　
歓
ぎ
の
家
２
階　
青
年
部
部
屋

【
指　
導
】　
神
門　
明
子　
特
任
宣
伝
使

【
拝
読
箇
所
】　
霊
界
物
語
47
巻
14
章

　
　
　
　
　

 「
天
開
の
花
」

　
　
　
　
　
霊
界
物
語
13
巻
23
章

　
　
　
　
　

 「
高
加
索
詣
（
コ
ー
カ
ス
ま
い
り
）」

役
割
拝
読
は
し
た
こ
と
な
い
。
霊
界
物
語
は
難
し

い
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
方
、
気
楽
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

宣
教
部



(4) 大阪本苑だより

本 

苑 

日 

誌 （
1
月
）

1
日

7
日

8
日

9
日

11
日

12
日

14
日

15
日

16
日

18
日

19
日

21
日

22
日

24
日

25
日

26
日

28
日

新
年
祭
（
48
人
）

エ
ス
語
講
習
会
（
初
級
会
話
）（
11
人
）

お　

茶
（
8
人
）

霊
界
物
語
拝
読
会
（
9
人
）

短
歌
会
（
12
人
）

エ
ス
語
入
門
講
座
（
8
人
）

本
苑
月
次
祭
（
236
人
）

成
人
式
（
2
人
）

入
試
合
格
祈
願
祭

人
型
お
す
す
め
活
動

祭
服
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
9
人
）

直
心
会
習
字
（
14
人
）

生
き
が
い
公
開
講
座
（
25
人
）

お　

茶
（
7
人
）

浄　

書
（
3
人
）

本
苑
常
設
講
座
（
1
人
）

分
所
支
部
月
次
祭

聖
師
様
毎
年
祭
遥
拝
祭
（
1
人
）

エ
ス
語
講
習
会
（
初
級
）（
12
人
）

お　

茶
（
12
人
）

エ
ス
語
同
好
会
（
8
人
）

教
本
認
定
講
習
会
（
7
人
）

エ
ス
語
入
門
講
座
（
5
人
）

教
本
認
定
講
習
会
（
7
人
）

乙
姫
様
月
次
祭
（
84
人
）

七
草
粥
（
84
人
）

●『
特
派
を
囲
む
会
』開
催

　

特
派
を
囲
む
会
を
2
月
18
日
午
後
7
時
か
ら
開

催
し
ま
す
。
信
仰
よ
も
や
ま
話
と
い
う
形
で
色
々

な
こ
と
を
話
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
み
手
代
お
取
次

○
2
月
月
次
祭　
　
　
　

石
川 　
誠　

 

宣
伝
使

○
3
月
月
次
祭　
　
　
　

小
佐
々 

明
夫 

宣
伝
使

○
3
月
春
季
慰
霊
大
祭　

浅
田 　
信　

 

宣
伝
使

○
4
月
月
次
祭　
　
　
　

末
延 　
隆
利 

宣
伝
使

※
お
取
次
ご
希
望
の
方
は
事
務
所
ま
で
申
し
出
て
下
さ
い
。

　

1
月
祭
典
（
本
苑
・
乙
姫
様
）
に
は
左
記
の

方
々
よ
り
神
饌
物
を
献
納
頂
き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 
○
杉
谷　

直
樹 

様
（
天
満
）

 
○
中
村　

春
夫 

様
（
神
路
）

 

○
岡
尾　

由
貴 

様
（
玉
川
）

神
饌
物
献
納
御
礼

　
　
田
古
里　

文
子　

毘
女　
（
枚
方
）

　
　
　
　
　
１
月
8
日 

帰
幽　

享
年　

98
歳

　
　

前
田　

昭
子　
　

毘
女　
（
三
島
）

　
　
　
　
　

1
月
12
日 

帰
幽　

享
年　

57
歳

　
　

長
岡　

數
子　
　

毘
女　
（
曙
）

　
　
　
　
　
１
月
21
日 

帰
幽　

享
年　

94
歳

　
　
つ
つ
し
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

節
分
大
祭
ご
奉
仕
の
御
礼

　

節
分
大
祭
で
は
、大
阪
本
苑
管
下
よ
り
地
方
祭

員
4
人 

・ 

瀬
織
津
姫
2
人 

・ 

神
饌
物
奉
仕
9
人・

下
足
奉
仕
50
人
・
松
明
係
16
人
等
々
、多
く
の
方
々

が
厳
し
い
寒
さ
の
中
、昼
夜
を
通
し
て
ご
奉
仕
頂

き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
人
型
・
型
代
お
す
す
め
の
ご
用
で
は
、厳
し

い
世
相
の
中
、並
々
な
ら
ぬ
ご
尽
力
を
賜
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
2
年
1
月
11
日
大
阪
本
苑
玄
関
に
二
枚
の

教
主
様
ご
染
筆
に
よ
る
看
板
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

旧
看
板
の
手
直
し
が
必
要
で
、新
た
に
制
作
す

る
こ
と
に
な
り
、伊
藤
忠
茂
本
苑
長
よ
り
、教
主
様

に
ご
染
筆
を
お
願
い
し
て
頂
い
た
処
、こ
こ
ろ
よ

く
御
受
け
頂
き
、昨
年
六
月
吉
日
に
ご
染
筆
を
賜

り
、彫
刻
を
さ
せ
て
頂
く
お
許
し
を
頂
き
ま
し
た
。

　

彫
刻
の
制
作
が
済
み
大
き
な
仕
事
を
さ
せ
て
頂

い
た
歓
び
と
感
動
で
胸
一
杯
で
し
た
。

今
回
こ
の
様
な
チ
ャ
ン
ス
に
め
ぐ
り
合
わ
せ
て
頂

い
た
事
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。　
　

湯
田 

義
宗

大
阪
本
苑
看
板
新
設

『
大
本
大
阪
本
苑 

・ 

人
類
愛
善
会
大
阪
協
議
会
』

令和2年2月9日

●2～3月(一部) 行事予定
 2月

 

3月

本苑月次祭・餅つき
高熊山暁天参拝
高熊山献労奉仕
祭服クリーニング
直心会習字
エス語講習会(初級会話）
お　茶
宣教部会
本苑常設講座
分所支部月次祭
生きがい公開講座
エス語同好会
参事会
本苑常設講座
エス語入門講座
宣伝使・分所支部役員研修会
エス語講習会
お　茶
クリーン活動
乙姫様月次祭
　（直会当番）御津ノ浜・高槻
直心会総会
運営委員会

企業繁栄祈願祭
エス語講習会(初級会話）
お　茶
短歌会
誠心会幹事会
エス語入門講座
本苑月次祭・ひな祭り
（準備片付け・直会・トイレ掃除当番）
枚方・高槻・摂津
（コーヒーバザー）みどり会

AM

AM
PM 
PM
AM
PM

PM
PM
PM

PM 
AM 
PM
AM 
AM
PM

PM

AM
PM 
AM
PM
PM
PM
AM

10:00

10:00
1:00
2:00
10:00
7:30

7:00
2:00
7:00

6:30
10:00
2:00
10:00
10：30
1:00

7:00

10:00
2:00
10:00
1:00
1:30
6:30
10:00

9日（日）
11日（火）

12日（水）
14日（金）
15日（土）
16日（日）
19日（水）
21日（金）

22日（土）

23日（日）
25日（火）
26日（水）
28日（金）

1日（日）
3日（火）
4日（水）
7日（土）

8日（日）

小
藪
資
史
特
派
在
阪
日
程

● 

3
月 

3
日（
火
）〜
5
日（
木
）

● 

2
月 

18
日（
火
）〜
19
日（
水
）・22
日（
土
）

小
藪
資
史
特
派
へ
の
お
取
次
・
ご
相
談
は
、

事
前
に
本
苑
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

新
入
信
徒
ご
紹
介
（
敬
称
略
）

鶴
田　

ト
メ
子
（
と
め
こ
）

64
歳
【
梅
の
宮
】

 

帰
幽
報
告 

（
令
和
2
年
1
月
）


